平和憲法・政権交代のための政党間協力のお願い

○○党御中

2006年1１月2日

　　　　　　　　　　　　　　「平和への結集」をめざす市民の風

　　　　　　　　　　　　　　　共同代表　岡本三夫、きくちゆみ、小林正弥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

拝啓　

貴党の日頃のご努力に心から敬意を表します。安倍政権は憲法改正を目標として掲げ、戦後レジームに終止符を打とうとしています。これは、戦後に確立された平和憲法や民主主義にとって最大の危機です。私たち「平和への結集」をめざす市民の風は、平和憲法を貴重なものと考え、それを守り活かすために、国政選挙における平和共同候補を実現し、さらに、広範な政党連合が形成されることを願っています。そこで、安倍政権の諸政策に反対されている貴党に敬意を表し、お手紙を差し上げる次第です。

「『平和への結集』をめざす市民の風」は、今年３月、「2006平和への結集の訴え――市民の手による「平和共同候補・平和共同リスト」の実現を――」に賛同する者たちの手で立ち上げられた市民団体です。（私達の訴えの大要は、別紙をご覧ください。）

今年の7月７日には“今こそ市民の風を！07年参院選・平和の共同候補を求めて―7.7シンポジウム”を、他団体の方々と協力して開催しました。7月7日夜、北は北海道から南は沖縄まで、全国から約950人の人々が集い、日本教育会館の会場は一杯になりました。参加者は、40代、50代を中心に、文字通り、様々な政党支持者が集まりました。当日は、「平和共同候補実現のために何が必要か」というテーマで、上原公子さん、川田悦子さん、斉藤貴男さん、佐高信さん、湯川れい子さんによるシンポジウムが行われ、講談「井戸掘り五平」を神田香織さんが熱演されました。その後、東京、沖縄、岡山、大阪、広島、徳島からの発言がなされ、最後に別紙のとおりの“7.7アピール”が確認されました（別紙をご覧ください）。

　7.7シンポジウムは、広範な人々が参加し、憲法9条を守ろうとする熱気にあふれた集会であったと思います。そしてそれは、「平和政党が選挙でバラバラになるのはもうやめよう、今度こそ候補者一本化＝平和共同候補の実現を！」という強い想いの表れであったと考えます。

　そこで、平和憲法が極めて深刻な危機に瀕している今、安倍政権に対し、貴党を始め、全野党が連携して、大きな結集を作ることはできないでしょうか。

　そのためには、まず今国会において、全野党による共闘の実績を上げられることを強く望みます。民主党、日本共産党、社会民主党、国民新党の間では国会で共闘することが確認されていますが、教育基本法改定、憲法改正手続き法案、共謀罪法案など、憲法違反のこれら法案を、ぜひとも廃案に追い込んでください。

そして、この共闘を選挙協力へと発展させ、「改憲を行わず、平和憲法を維持する」という公約を掲げて、その下で選挙協力を行うことはできないでしょうか。

平和共同候補を求めるにあたって、私達は、実現可能性を重視して、比例区での統一リスト形成よりもむしろ、選挙区における平和共同候補（さらには、比例区で各党が連帯してそれぞれのリストを提出する連帯リスト）の実現の呼びかけに力点を置きたいと考えています。

また、その際には、イタリアの「オリーブの木」連合のように、連合政権の構想を示すことも考えられます。選挙協力には様々な形態がありえると思いますので、それらの可能性について、貴党と私たち「平和への結集」をめざす市民の風とのあいだで、ぜひ意見交換させて頂きたいと思います。

憲法の平和主義を守り活かすために、また、社会的公正などを実現するために、政党と市民が協力して「平和への結集」を成し遂げ、やがて政権交代が実現することを、私たちは望んでいます。そのために、話し合いの場を設けていただくことを切に願います。心からよろしく御願い申し上げます。

敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　

